
[ t : X → Y = MIG が り し パント 特異点解消 である こと]
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M/G を とる 、

✗ M

↓ たこの
y バルっ

な

ぱMy iD (X) の 対象 で
、

では ) に サポート を もつ もの の なす

が (x ) の 充満 部分 圏
。

昡 (M )、 iD! (M ) の 対象 で
、

では ) に サポート を もつ ものの なす

成 (M ) の 充満 部分 園

と おく
、 中 : げ (X) = 唁 (M ) を 制限する こと で、

3 : げ (No t DE じりょ を 得る
、

WM は だい ) の 近傍 で 自明 となる G ・ 同変層 だったので
、

呿 (M ) の は 自明 な セール 函手 を 持つ
。

ゆえに 、
ヴ (X)。 の セール 函手 も 自明 となる 、



次 の 衤甫題 により
、

I : X - Y は ク し パント
。

len ( [BKR.ws 、D

上記 の 仮定 の もと で
、

Y は Gore Stein 代数多様体 となり
,

かつ
.

i : X - Y

は 7 レパント 解消
、

( 準備 パート で 示す )
.



[ M が quasi - ProjectWe の 場合 ]

この ±昌 合
、

M が ProjectWe と した とき の 証明は
.

コンパクト サポート を 持っ OBelt S に対して のみ 適用 できる

が(x ) 、 ( DE (Mk ) : D
'
( X ) (昢 (M ) ) の 中 で 、 Support が

Proper な 対象 から なる 充満 部分 圏
、

② を DW ) c に 制限 した 函手

中 、 i ぱ (X ) 、 一つ 昡 (M )
、

は 圉 同値 である 、
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と 定める と 、 た は 中 の 右 随伴 となる
.



E = [R 大× t ( Wza. が 斌 (ー ) ) ] 9

{ 三 R た M * ( Uz だ ( _y) )
より

、

函 手 の 合成 だ は
、
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"

( X × X )
、

た i X × X - X しにに)

を 用いて 、

IoT = Rた * (Q が だい )

と かける
、

2 は 関 同値 で
、
G、 E が (X ) c なので

、

Un EX
,

た 中 x ) = Un
、

つまり
、

たま (On ) = Rた * (Qf だ (On ))
= R た

* ( Q※ × × )

= ll
孔

よって
、 Spp (R ) C △

× KX × X )
,

rank (Q ) = 1

つまり
、

Q は i : X 4 X × X によって
、

X 上 の 可逆届 ん を
、

push - Guard した もの
、

ゆえに 、 た 。 中 は L を テンソル する 函手 とみなせる 、



中 が hhy.fith なし で ある こと を 示す に は
.

LE 0× を 示せ ば よい 、
( E : id → た 。 中 となるので)

た 。 ( 0 x ) = 2

な ので、

自然 変換 E : id い た 。 中 は
.

Un EX について 、 次 の 可換 図式 を 導く
>

0 × 一
心りん

f ! ! L @ f

は
T,

は

ここで
、
f も 0 .

E : id い た 。 中 は が (X)
c
に 制限 すれば 同型 になるので

、

E ( On ) は 同型
。 ゆえに E(0x ) も 同型

、

i. 人 E 0 x より は ftp.fithful



最後 に 、
中 が 圏同値 を 与える こと を 示す

、

し た ED} (M )
、
I (E ) EO ⇒ E ≈ O

.

( た こ 呟 (M ) → D
'
(N )

を 示せ ば 、
R は 園 同値 となる

、

E (E) E 0 と 仮定 する
。

② と た が 互いに 随伴 である こと から
.

B ≈ (A) とかける B E 呿 (M) に対して
、

Hai ( B .

E) = Hood ( A
,
た (E) ) ÷ o

.

特に 中 は DTM 上 で は 圏同値 なので
、
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,
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,
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,
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.

)
ICE) ≈ O だ が E も 0 と仮定する

、

D = G . m (m EM ) を
、 Spp (E) に 含まれる

G の 車 九導 とする
、 ( Spp (E) CM )

( EE DE (M) より
、

その よう な D が 存在 )

し i D Cs M を inchSin とする
、



i * t じ により、
非 自明 な

i * じ (E) → E

が 存在
、

つまり
、

Han に *
ご (E). E ) も O

.

i* で (E) E Di ( M ) c より H ) に 矛盾 、

i.EE 0 と なり 、

中 は 圏同値
ロ


